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お願いしました。まもなく，Foundations’ Fund for 
Research in Psychiatry（FFRP）に応募して fel-
lowship を取ってから来られたらどうかというお返
事をいただき，FFRP に研究計画を書いて応募し，
1961 年 8 月から 2 年間留学することになりました。
　1961 年に新築された UCLA の Brain Research 
Institute の Magoun 教授の研究室に着いてみると，
新品の Grass の脳波計や stimulator や Braun 管はあ


















発すると推論されます。この結果を Nature と EEG 
Journal に発表しました。
　私が 2 年間の留学期間を終えて帰国する前，
Magoun 教授にご挨拶に伺ったところ，「あなたの
将来のキャリアに役立つことがあれば言って下さ
い」との言葉をいただき，「金沢の教室で新しく研
究室を作りたい」と希望を述べたところ，FFRP に
応募するように指示され，審査の結果，新たに研究
室を作るのに十分な器機の設備費が満額採択され，
帰国後の金沢での研究をスムーズに進めることがで
きました。何から何までお世話になった Magoun 教
授に心から感謝しています。
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